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3．連携に向けた各主体の取り組みの歴史

(l)昭和40-50年代の水産研究所と青年団による環境保全活動
鳥羽市水産研究所は,1964(昭和39)年に坂手島に開設された全国でも数
少ない市独自の水産研究所である。「現場で活動できることを強み」とし，国
や県の研究を地域実践に生かすことを目的としている。養殖種苗を生産する
一方で養殖技術を地域に指導し，水質の良い土地柄を利用した養殖漁業は安
定した地場産業となった。
海苔・ワカメの種苗（タネ）を生産するまでが水産研究所の仕事であり，
種苗を漁業者に手渡した後，漁業者が育て製品にする。また，漁業者から日
常的に漁の様子や海の変化の話を聞くことにより，地域の沿海状況が即時に
把握できる。さらに，日々海水温度を測定し，漁業者の養殖作業のタイミン
グを計る。このように水産研究所は地元に密着し,漁業振興と環境保全のリー
ダーシップ°をとってきた。
水産研究所に続く環境保全への意識は，昭和40年代から高まっていた。
l973(昭和48)年に近隣河川の護岸工事が行われ，生活排水が直接海へ流れ
込むようになる。沿海水質が悪化し，当時の中心業務であったアワビの種苗
生産は1974(昭和49)年で取り止めになった。水産研究所はl976(昭和51)
年前後に，地域の財団立の登録博物館である「海の博物館」および青年団と
共同で近隣地域に合成洗剤追放運動を進めて,啓発活動を行っている｡当時，
青年団にも所属していた職員はこの頃の様子を以下のように話している。

アワビがもうできないということで，次に何か他の業務をしなければと
いう時期に，当時の所長が伊勢湾の潮の流れがどうなっているのかを漁船
を使って調査を始めました。合成洗剤との関係も研究的な発想に長けてい
た。（中略）青年団活動は夜，仕事を終わってのことですから，島の人でも
陸の青年もほとんどが青年団には入っていた。女子は自分たちが主婦にな
る予備軍ですから，男よりもその怖さは強く，地区の婦人会とタイアップ
して活動していました。

（水産研究所職員2010年４月30日）
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に依頼し，青壮年部幹部は快諾して，う°ロのダイバーを頼んでの作業が開始
した。
2005(平成l7)年には青壮年部の有志IO名がダイバー免許の取得を申し出
ていた。ダイバーとして実働できるようになった同時期に水産研究所の藻場
再生方法も確立に向かい，海底にアラメ苗を据え付ける活動が実現していっ
た。幼芽が魚に食べられる食害も経験したが，ダイバーらが海底の苗を網で
覆う対策により再生事業は確実になる。民間会社からの出資が得られる機会
もあり，事業は順調に進行した(8)。

(3)漁業者間（青壮年部員）の協力体制
鳥羽磯部漁業協組合答志支所の青壮年部は，青年団を終えた27歳から40歳
の漁業者(2010年現在43名）で構成されている。これまでも，ヒラメの養殖
など新しい漁協の活動を任されてきた。今回，部員がダイバー免許を取得し
たことで藻場活動は活発になり，年々組織化していった。漁協では，従来か
ら海難救助や設備の修繕などでも潜水が必要とされており，ダイバーの資格
取得の際には漁協が講習会や装備の支援を行った。講師を招いて夜間講習会
を開き，素潜りの経験者であることを活かして最短期間で免許を取得した。
一方で，青壮年部の有志ダイバーたちは，活動初期には漁の合間に沖へ出て
自主的に練習を積み，活動の詳細も記録してきた。ダイバーとしての実践力
を付け，周囲に承認されるための努力だった。
日常的にも苗の点検,網の繕いなど藻場活動に関わることが多い。しかし，
「一度無くなったアラメが,子どもたちの代に戻ってくれば嬉しい｣と話し，
「自分たちのための活動だからボランティアの意識はない｣｢気楽にやらなけ
れば続かない」という。ダイバーのうち年長者は以下のように話している。

若いもんらのなかでは，このことに関してはあいつに持っていく，この
ことはあいつやろう（彼が適任だろう），という役割の感じがある。前（青
年団の頃）だったら，（神祭の準備での）音響設備の方は誰とか，その辺を
よく分かっている人間が，代々やっていく。小さい事だけれど，段々そう
いうことが，青壮年部になってくると，アラメの方は俺に任せといてな，
ということにもなる。若い子らと一緒にやって覚えていく。自分も一緒に
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地域の課題解決に向けた教育力の形成過程２６５

の側から５月に予定している活動について中学校に知らせに行き，参加を呼
びかけた。中学校教員の一人は，水産研究所職員の子どもが中学生の時の担
任をしており,PTA活動を通して知り合いだったこともあって，中学校から
水産研究所への連絡もスムーズに行われた。５月の体験学習後，中学校長は
生徒の参加について次のように述べている。

体験活動がすぐに何かに繋がるというわけではないのです｡生徒たちは，
自分達の住んでいる地域が好きだという気持ちはあるのですが，皆さんの
生活の内実にどれだけ触れているかな，というところもあります。その辺
りを体験したり，何とかそういうことをしていきたいなと考えているので
すが。「ああいう体験をしたな，ああいう人がいたな」ということをどこか
で思い出して生きていく機会があれば嬉しいと思います。なかにはお父さ
んがやってくれている生徒もおりました。

（中学校長2010年８月６日）

翌月６月には,中学校は水産研究所に沿海の現状についての話を依頼する。
水産研究所は鳥羽市総務課主催の出前講座として,｢周辺の海の状況とアラメ
藻場再生」と題した沿海環境に関する授業を行った。
このように中学校を交えた活動の広がりが見られるなか,10月には,5月

の体験学習時に青壮年部員の教え子に再会した教師が彼らに声をかけ,20代
後半の同年の３名が中学校を訪ねて後輩の全校生徒の前で話をすることに
なった。この３名は寝屋子朋輩である。２名は高校卒業後に就職，大学進学
のためいったん島を出たのち，実家に戻って家族と漁業を営んでいた。高校
卒業後には，８名の寝屋子のうち１名だけが漁師として島に残った時期が
あった。現在は旅館業や漁師の５名になり，ダイバーや神祭の中心的な存在
として活動している｡卒業生が在校生に島の活性化について話す様子を見て，
教員は，「自分のことが堂々と語れるようになっていた」と頼もしく感じたと
いう。
ll月には青壮年部から連絡を受け，中学生は２度目の海上藻場作業にも参

加した。５月の設置後成長した苗をロープ°で吊り上げて沖合に移設し，アワ
ビの稚貝を放流した。年間の一連の藻場再生事業を学んだことになる。次年
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度も継続して新３年生が参加するよう進められている。

4．おわりに

以上のように，近年の答志地区では，行政機関である水産研究所の技術開
発と地元漁協組合青壮年部の実践とが連携して地域環境保護活動が行われ，
これを中学生に伝えていこうとする有志の活動が始まっていた。今回の連携
の経緯と要因は表ｌのようにまとめられる。

表 ’三主体連携の経緯

青壮年部のメンバーには寝屋親を務める人もあり，「この活動が一人の中学
生の気持ちにでも残ってくれればいい」と話す。現在は，寝屋子である青年
たちは高校卒業後に島を離れる場合が多い。しかし，盆や正月に島に戻ると
直ちに寝屋親の家に集まるという。かつての寝屋子では，毎晩寝屋子朋輩が
集まるばかりではなく，寝屋親から日常的に喉けられたり，寝屋親の家の子
守りや手伝いをしたりという生活が行われた。答志においてもこのような共

主体機関
(構成員）

活動に至るまでの各主体の特徴 他主体との連携の要因

青壮年部
(漁業者）

･海の変化から島の将来を危倶
･寝屋子や青年団活動を通じた
信頼関係，役割意識
中学時代に体験学習を経験

･水産研究所による技術指導
･寝屋親の世代性としての継承
意識
･現中学校教員と師弟関係

水産研究所
(職員）

･地元漁業に密着した施策実践
･海洋保護への高い意識の継承
･藻場に関する研究の蓄積

･漁業者へ養殖種苗提供，相談役
旧青年団活動時代の親交
･PTハ役員の経験

中学校
(教員・生徒）

･従来（ふるさと学習・勤労生産
学習）から体験学習重視
｢自問学習・ふるさと講話」の
実践

･PTAと協力的関係の蓄積
･地域の人々の活動を尊重
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